
1　Shintoku ②

http://www.shintoku-town.jp/

2
February 2017
( 平成 29 年 )

Since1950
No.723http://www.shintoku-town.jp/

１月２８日　子どもを支える親の会「親子もちつき会」

　　　　　　杵は重いけど、お餅を食べるために“ヨイショ！ヨイショ！”

特集 台風災害復旧状況

まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況
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台風災害復旧状況
台風災害により被災した道

路や橋などの被災箇所と復

旧状況をお知らせします。

（平成 29 年１月 31 日現在）

①取水口流失　　　　　　　　　  導水管部分流失�
②新得西７線（広内９号橋）　　　橋台沈下・道路流失
③パンケシントク線（西４線橋）　橋台沈下・橋台背面流出　、導水管　橋梁添架部破保
　　　　　　　　　　　　　　　  温外装部・可とう管部
④町道新得７号線（西５線橋）　　橋台沈下
⑤新得６号線　　　　　　　　　 横断管渠崩壊
⑥新得西４線　　　　　　　　　 横断管・法面崩壊
⑦町道新得西５線　　　　　　　 路盤洗掘
⑧新得６号分線（楠橋）　　　　   橋梁流失・道路流失
⑨広内西４号線（代替道路）
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①新得西３線　　　　　側溝崩壊
②中新得川　　　　　　河床・護岸背面洗掘
③学校通　　　　　　　道路決壊　配水管流失　下水管・マンホール流失
④宮下通（神社橋）　　  新得配水管（橋梁添架部保温外装破損・配水管仮設管）、屈足送
　　　　　　　　　　　水管（継手部漏水）、下水圧送管流失
⑤一心通　　　　　　　道路決壊・雨水管損傷・配水管流失・下水管・マンホール流失

⑥西広通　　　　　　　道路決壊
⑦普通河川中新得川　　護岸決壊・道路決壊
⑧末広橋　　　　　　　橋梁添架管流失

①トムラウシ　　　　　土砂埋塞

①新内２８号東　　　　横断管崩壊
②林道ビタラウシ線　　路盤洗掘
③林道パンケ山線　　　路盤洗掘

①パンケニコロベツ東　路肩崩壊
②新屈足幹線　　　　　路肩崩壊
③新屈足幹線　　　　　排水路崩壊・道路決壊
④屈足西１幹線　　　　土砂堆積
⑤屈足３１号幹線　　　土砂堆積
⑥屈足１地区　　　　　積ブロック崩壊
⑦屈足第１幹線　　　　土砂堆積
⑧屈足２８号幹線　　　土砂埋塞・堆積
　　　　　　　　　　　取付横断管破損
⑨屈足２７号支線　　　土砂堆積

屈足２６号支線　　　土砂堆積
屈足２５号支線　　　土砂堆積
屈足西３　　　　　　土砂堆積
新清　　　　　　　　土砂堆積
屈足かんがい　　　　土砂堆積

　　　　　　　　　　　側溝新設
屈足東側幹線　　　　土砂堆積

　                                  道路横断管改修
屈足東１幹線　　　　土砂堆積

①狩勝ポッポの道　　　道路流亡・法面崩壊
②林道狩勝線　　　　　路盤洗掘
③淡水魚養殖センター　取水施設土砂埋塞
④新内屈足線　　　　　法面崩壊

①林道広内線　　　　　路盤洗掘
②林道狩勝線　　　　　路盤洗掘
③町道北新得１７号線　路盤洗掘
④町道北新得１６号線　路盤洗掘
⑤北新得３号幹線　　　土砂堆積
⑥北新得線　　　　　　排水路崩壊
⑦北新得２号幹線　　　土砂堆積
⑧上佐幌第４幹線　　　連結ブロック崩落
⑨普通河川藤越川　　　矢板護岸工・連節ブロック

藤越線　　　　　　　道路・法面崩壊
林道福山第１線　　　路盤洗掘

①佐幌４号　　　　　　V 型トラフ損壊
②佐幌１号線　　　　　法面崩壊
③上佐幌　　　　　　　土砂堆積
                                      連結ブロック崩落
④下佐幌１地区　　　　連結ブロック崩落・損壊
⑤南新得第１幹線　　　土砂埋塞・堆積
　　　　　　　　　　　連結ブロック崩落
⑥南新得第２幹線　　　土砂埋塞
　　　　　　　　　　　取り付け道路損壊
⑦南新得第４幹線　　　取付横断管埋塞
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今後、データが得られ次第

評価を実施

　ファミリーサポート事業

産前産後の母親の家事・育児支援・子育て世帯への育児

支援・病後児支援などを実施する。

　産前産後の母子支援と検診体制の充実

妊婦一般健康診査費助成、家庭や健康、育児に不安があ
る妊婦の相談・保健指導、子どもの病気や異常の早期発
見、栄養指導・育児相談事業を実施する。

　不妊・不育治療費助成

特定不妊治療・不育治療費に対する助成を行い、経済負
担の軽減と出産の希望を支援する。

　出産祝い金支給

次世代を担う子どもの出産に祝い金を支給し、健やかな
成長を願うとともに、子育て家庭を支援する。

　乳幼児・小中学生医療費助成

乳幼児から小中学生までの医療費を全額助成し、子育て
世帯の経済的負担を軽減する。

利用者数

５年間で 50 人

出生率

1.67 以上

出生率

1.67 以上

出生率

1.67 以上

出生率

1.67 以上

進捗状況

26 人

1.57 人

1.57 人

1.57 人

1.57 人

重要業績

評価指標

27 年度

実　績 進捗が遅
れている

②安心・安全な子育て環境の整備

　子育て支援・子ども発達支援体制の充実

子育て支援に関する情報提供、子育て中の保護者の交流
や相談の場づくり、地域全体で支え合う環境作りを進め

る。

　放課後児童クラブ機能の充実

児童の健康増進、豊かな情緒の育成、多様な体験活動な
どを実施する。

　屈足保育園改築

安心・安全な保育環境の整備のほか、子育て支援機能を
付加し、屈足地区の子育て拠点を整備する。

支援施設利用者

５ 年 間 で 1.5 倍

（8,250 人）

体験教室等行事参加者

５年間で 1.5 倍

（4,200 人）

平成 30 年度まで

に終了

5,834 人

2,804 人

基本設計

　全町教育

「真の学力」の向上を目的とした事業、地域住民・保護者・
学校が一貫して教育活動に参画するための人材育成事業

を実施する。

　学校教育環境の整備

安全・安心な教育環境、特色ある教育を推進するために

必要な環境整備を実施する。　

全町教育活動への参画者

延べ 600 人 / 年

ICT 教育の環境整備

全校

延べ

701 人 / 年

1 校 /5 校

27 年度

実　績

概ね進ん
でいる

順調に進
んでいる

進捗状況

進捗が遅
れている

概ね進ん
でいる

順調に進
んでいる

町にある資源や優位性を生かした産業と雇用の場をつくる

　研修農場の設立支援

搾乳牛導入資金貸付の実施。研修農場の運営により、農
業の「新規参入者」、「従業員」など農業を担う即戦力と
なる人材を育成・輩出し、農業の持続的発展の基盤強化

を図る。

　レディースファームスクール運営事業

１年間の研修により、女性の農業参入を支援することで、
農業従事者を育成し、農業経営の安定化を図る。

　林業担い手育成

森林施業技術や知識を習得するための長期研修の体制構
築に取り組み、林業従事者を確保する。

　新規就農者支援

新規就農者の確保のため、就農の際に支援する。　

研修終了後の町

内定着率 100％

研修生 10 名 / 年の確保

修了生割合：90％以上

林業研修生

３名 / 年

新規就農者

５年間で２名

搾乳牛導

入資金の

貸付

研修生７名

修了生２名

（29％）

制度設計

の実施

青年就農給

付金の実施

今後、データが得られ次第

評価を実施

今後、データが得られ次第

評価を実施

今後、データが得られ次第

評価を実施

　地域振興事業の運用による企業支援

町内での起業、事業拡大による設備投資に係る費用の一
部を助成し、既存企業の支援のほか、新規の企業立地を

支援し、地域経済の活性化や雇用の場を創出する。

　職場環境の充実

福利厚生等労働環境の改善を推進し、働きやすい職場環
境づくりを進める。

　商工業活性化事業

町内事業所数や事業所の多様性を維持するため、起業に
係る費用の一部を助成し新規事業所の開設を促進する。

本事業による雇用増

１０名 / 年

新規開店数

３件 / 年

１名

２件

③新たな商品開発と高付加価値化
　６次産業化の取り組み支援

地域や生産物の特色を生かした加工・販売により経営基
盤の強化や雇用創出につなげるため、仕組みの確立や支
援方法を検討する。

６次産業取組み者

５年間で２件

ー

③特色ある教育による知・徳・体の育成と「生きる力」の向上

①産業の持続的な発展のための人材育成

まち・ひと・しごと
創生総合戦略
の進捗状況

　

町
の
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本

的
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
「
第
８
期
新
得
町
総

合
計
画
」
と
連
動
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
、「
新

得
町
ま
ち
・ 

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が

一
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
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お
け
る

人
口
動
態
、
分
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、
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人
口
推
計
、
人
口
維

持
の
た
め
の
目
標
設
定
を
基
に
、
そ
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ら
を
達
成

す
る
た
め
に
取
り
組
む
施
策
の
基
本
目
標
と
し
て

「
結
婚
や
子
供
を
産
み
育
て
た
い
と
い
う
希
望
を

か
な
え
る
」、「
町
に
あ
る
資
源
や
強
み
を
生
か
し

た
産
業
と
雇
用
の
場
を
つ
く
る
」、「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
生
活
環
境
を
整
え
、
町
民
の
生
活
を
支
え

る
」、「
新
得
ら
し
さ
を
生
か
し
て
人
を
呼
び
込
み
・

呼
び
戻
す
」
の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行

う
各
施
策
ご
と
に
重
要
業
績
評
価
指
標
（
K
P
I
）

を
定
め
、
毎
年
度
、
進
捗
度
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
実
施
状
況
の
検
証
や
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
づ
く
り
推
進
協
議
会
各
部
会
、
町
議
会
、
総

合
戦
略
検
証
委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
、
平
成
27

年
度
分
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
評
価

指
標
に
対
す
る
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①出産・子育てにかかる負担の軽減

②起業や事業拡大への支援と雇用創出

結婚や子どもを産み育てたいという希望をかなえる

重要業績

評価指標
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　狩勝高原園地再整備

観光施設の核となるよう狩勝高原園地を観光ガーデンと
して再整備し、交流人口の増加とともに町内経済波及と

地域の活性化を促進する。

　戦略的な観光宣伝と観光客誘致活動

町内における２次交通を確保し、観光施設の連携強化と
新たな観光ルートを構築するとともに、旅行会社との連
携などにより安定した通年型・滞在型観光客の誘致を進

める。

　外国語表記サインの整備・Wi-Fi 整備

道外・海外へのプロモーション活動の実施、街中案内サ
イン及び飲食店メニュー等の多言語化や通信環境の整備

を進め、道外及び海外からの観光客増につなげる。

観光客入込数

5 年間で 10 万人

増（117.1 万人）

宿泊客数

5 年間で 6 万人増

（18.8 万人）

道外観光客数

5 年間で 7.5 万人

増（29.7 万人）

進捗状況

112.4 万人

15.6 万人

24.7 万人

27 年度

実　績 進捗が遅
れている

　テレワークによる参入企業への支援

高速通信網を活用したテレワークとサテライトオフィス
の誘致を進め、新たな就労形態と移住につなげる。

　障がい者就労支援

障がいがあっても本人の希望・適正に応じた就労ができ

るよう、障がい者就労を推進する。

オフィス誘致数

5 年間で 3 件

就労支援事業所開設

５年間で１件

０件

０件

③障がい者が安心して暮らせる環境の整備

　障がい者グループホームの整備

障がい者が将来にわたり安心して住み続けられるよう、

知的・精神向けの障がい者グループホームを設置する。

　障がい者就労支援（再掲）

障がいがあっても本人の希望・適正に応じた就労ができ

るよう、障がい者就労を推進する。　

整備件数

5 年間で８戸

就労支援事業所開設

５年間で１件

関係者等と

の協議実施

０件

27 年度

実　績 概ね進ん
でいる

順調に進
んでいる

進捗状況

進捗が遅
れている

概ね進ん
でいる

順調に進
んでいる

④定住につながる住環境の整備

　持ち家の促進、空き家活用、定住住宅整備事業

持ち家住宅の建築や空き家の活用のための改修に対する
奨励金等の支給、雇用を促進するための住宅建築に対す

る助成を行う。

　子育て支援住宅の整備

子育て世代が安心して暮らせる住宅を整備し、住環境の
面から子育てを支援する。

　交流宿泊施設の整備

駅周辺の利便性を生かし、来町者、高齢者、単身者、学
生等が短・長期的に宿泊し交流ができる施設を整備する。

　コミュニティバスの運行

高齢者や障がい者など日
常生活の移動手段の確保
が困難な町民の足とし
て、町内を巡回するバス
を運行し、利便性を確保

する。

住宅建築、空き家活用数

年間 30 戸

住宅整備数

5 年間で 6 戸

5 年後までに整備

利用者数

年間 7,700 人

62 戸

9,817 人

⑤広域連携の推進

　十勝定住自立圏共生ビジョンに掲げる施策の推進

・生活機能の強化：救急医療体制の確保ほか１７項目
・結びつきやネットワークの強化：地産地消の推進ほか
３項目
・圏域マネジメント能力の強化：圏域レベルのデータ集
積、活用ほか１項目

十勝管内の観光客入込数

延べ 1,020 万人 / 年

十勝管内バス乗客数

462 万人 / 年

1,036 万人

457 万人

⑥中心市街地の活性化

　駅前広場の再整備

駅前やその周辺に人が集い、商店街などへの活力波及と
街中の賑わい再生を目指し、新得らしさを生かした駅前
広場の再整備を進める。

整備基本計画の策定

平成 29 年度

ー

今後、データが得られ次第

評価を実施

安心して暮らせる生活環境を整え、町民の生活を支える

　地域包括支援システムの構築

在宅医療・介護連携、認知症施策の推進、地域ケア会議

の推進、生活支援体制整備等を進める。

　介護老人福祉施設の整備

要介護状態になっても安心して住み続けられるよう、要

介護者の増加に対応した介護老人福祉施設を整備する。

　介護予防事業・見守り体制の構築

介護予防・日常生活支援総合事業への移行、生活支援コ
ーディネーターの配置により、ニーズの把握、資源開発、

マッチングを行う。

要介護認定率

29％以下（H31）

整備床数

５年間で 49 床

要介護認定率

29％以下（H31）

22.4%

20 床

22.4%

①高齢者が安心して住み続けられる環境の整備

　世代交流スペース、避難所整備

今後整備する福祉施設
に世代や機能を限定せ
ず、小地域の実態にあ
った地域交流、地域支
え合いの拠点となる多
世代交流・多機能型福

祉拠点を整備する。　

整備件数

５年間で３カ所 関係者等と

の協議実施

②小さな拠点（多世代交流・多機能型福祉拠点）の整備 ④観光資源の効果的活用と情報発信

今後、データが得られ次第

評価を実施

⑤多様な就労環境の創出

重要業績

評価指標

重要業績

評価指標
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大切なことは、どんなことができて、何が苦手で、どんな魅力があるのか、「その人」に

目を向けることが大切です。『困った人という言葉で片付けず、困っている時

には助けてあげましょう。』その人に合った支援があれば、誰でも自分らしく生き
ていけます。そのために、早い段階で相談してみましょう。

発達障がいは、親の育て方や本人の努力不足などが関係することはありません。まして、発達

障がいは病気ではありません。脳にあるいろいろな機能のうち心の機能（感覚、知覚、思考、言

語、情緒、人間関係、社会性）の一部がうまくいかないため、同じ発達障がいであっても、症状

は様々で、人によって違います。持っている能力・個性も様々で、一見しただけではその状況や

苦労がわかりにくいものです。その人の状況に応じた理解と支援が必要になります。

『発達障がい』って何？

保健福祉センターなごみ

☎
子どもセンターなかよし

☎
発達支援センター

☎
お気軽にご相談ください。

     

お
も
ち
ゃ
を
貸
し
て
欲
し

か
っ
た
の
か
～
今
度
は
貸

し
て
と
言
お
う
ね
。

に
こ
っ
！

ど
う
し
た
の
？

◎

お
っ
！

え
ら
い

〇

だ
っ
て
…

だ
っ
て
、
お
も
ち
ゃ

が
ほ
し
か
っ
た
の
。

×と○と◎について
子どもの気持ちをくんであげましょう

こうしなさい！と行動をしかってはいけません。まず子ど

もの気持ちをくみとり、話を聞き、代弁しましょう。その子

が自分のことを言えることが大切です。 

子どもができたことを、ほめてあげましょう
子どもが危険なことをした後、しっかり目を見て良くない

ことは短い言葉で伝えましょう。その後、子供ができたこ

とに対して、すぐにほめてあげましょう。そして、子ども
の気持ちを聞いてあげましょう。 

子どもと信頼関係を持ちましょう
信頼関係があると子どもは安心して育つことができま

す。「周りの人が悲しむから、止めようね」という大人の

アドバイスに、子どもが耳を傾けるためにも、子どもと大
人の信頼関係が必要です。 

発達障がいは、自閉スペクトラム症・限局性学習症・注意欠陥多動症の３つに分類されています。

これらが少しずつ重なっているため、この種類を明確に分けて診断することは難しいとされてます。

ま
ず
あ
や
ま
り
な
さ

い
。
ま
っ
た
く
！
う

ち
の
孫
は
大
人
の
言

う
こ
と
を
聞
か
な

い
！

×

う
ん

だめ！と言われると、おもちゃ

の取り合いの手を止めた！

お友達からおもちゃをとった！

う
っ

だ
め
！

②情報発信の強化と移住定住の促進

　官民協働による道内外への情報発信、移住体験事業

町内関係団体や北海道移住促進協議会などと連携し、移
住希望者に向けた情報発信や移住相談、移住体験事業に
取り組む。

移住者数

５人 / 年

２名

27 年度

実　績

進捗状況
進捗が遅
れている

概ね進ん
でいる

順調に進
んでいる

③新たな交流・人の流れの創出

　大学との連携による新たな人の流れの創出

大学の持つ専門的知識
の活用や、町内事業所
へのインターシップな
どを通じて定住に結び
つく新たな人の流れを

創りだす。

　地域おこし協力隊員の招致

地域おこし協力隊員の視点による新たな地域資源の発掘
や町の魅力を道内外に向けて情報発信することなどに取

り組み、都市部からの人の流入と定住につなげる。

インターンシップ受入数

10 名 / 年

協力隊員招致数

１０名 / 年

７名

１０人

④人を呼び込むためのインフラ整備

　追加インターチェンジ・道の駅の整備

高速道路の有効活用と利便性の向上、産業や観光など物
流や人的交流を促進するために必要なインフラとして追
加 IC を整備する。また、観光などの地域情報を発信する
とともに、道路利用者が気軽に立ち寄り利用できる場と
しての道の駅整備も平行して進める。

連結許可

平成 29 年度

関係機関協

議の随時実

施

　実業団等の合宿誘致、全国・全道規模の大会誘致

町内にある各スポーツ
施設を生かし、実業団
や学生、スポーツ団体
等の合宿や全国・全道
規模の大会を誘致し、
交流人口を増やすとと
もに、町内経済への波

及につなげる。

　スポーツ施設の整備

合宿等の受け皿施設と
して新たに全天候型陸
上トラック・人工芝サ
ッカーコートを整備す
る。

合宿宿泊数

年間延べ 5,000 泊

整備年度

平成 29 年度

4,143 泊

設計変更、各

種申請行為

①施設機能を生かした交流人口の拡大

新得らしさを生かして人を呼び込み・呼び戻す

重要業績

評価指標
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モ
ン
ゴ
ル
国
シ
ャ
リ
ン
ゴ

ル
町
長
ら
が
来
町

今
春
に
モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
の
農
業

実
習
生
を
受
け
入
れ

　

モ
ン
ゴ
ル
国
ダ
ル
ハ
ン
・
オ
ー
ル
県

シ
ャ
リ
ン
ゴ
ル
町
の
ド
ウ
ド
ン
・
ア
マ

ラ
サ
ナ
ー
町
長
と
オ
ル
ホ
ン
町
の
畑
作

農
家
バ
ト
・
プ
レ
ブ
さ
ん
が
１
月
25
日
、

浜
田
正
利
町
長
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

シ
ャ
リ
ン
ゴ
ル
町
は
、
農
業
を
主
な

産
業
と
し
て
お
り
、
若
者
に
知
識
と
技

術
を
学
ば
せ
る
た
め
、
今
年
５
月
に
町

内
の
畑
作
農
家
、
土
田
農
産
に
農
業
実

習
生
を
派
遣
す
る
予
定
で
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
マ
ラ
サ
ナ
ー
町
長
は
「
町
の
産
業

な
ど
の
発
展
の
た
め
に
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
、

浜
田
町
長
は
「
少
し
で
も
力
に
な
れ
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
協
力
へ

前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

左からプレブさん、アマラサナー町長、
浜田町長

今春にモンゴル国からの農業実習生を受け入れ　ほか ウィンタースポーツの各種大会が開催、第 37 回全国中学校スケート大会で古川幸希さんが快挙！

10

左から武田教育長、古川さん、坂東先生

自
分
で
編
み
上
げ
た
完

成
品
を
手
に
笑
顔

町
民
大
学
「
う
で
あ
み
教
室
」

　

町
民
大
学
「
う
で
あ
み
教
室
」
が
１

月
28
日
、
町
公
民
館
研
修
室
で
開
か
れ
、

親
子
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
東
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ

イ
フ
ニ
ッ
ト
の
横
山
起
也
代
表
ら
４
人
を

招
き
、
ス
ヌ
ー
ド
（
襟
巻
き
）
を
編
み
ま

し
た
。
ラ
イ
フ
ニ
ッ
ト
は
、
編
み
物
の
楽

し
さ
を
広
め
る
た
め
に
全
国
を
回
っ
て
お

り
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
ニ
ッ
ト
を
通
じ

た
復
興
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

横
山
代
表
は
、「
編
み
物
は
使
う
道
具

が
少
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽

に
で
き
る
も
の
。
多
く
の
人
に
そ
の
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
真
剣
な
顔
つ
き
で
う
で
あ

み
に
臨
み
、
完
成
品
を
首
に
か
け
る
と
満

足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

※
８
月
以
降
に
ま
ち
づ
く
り
レ
タ
ー
で
い
た
だ
い
た

ご
意
見
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ボ
イ
ス　

ー
町
の
声
ー

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
に
つ
い
て

　

町
と
し
て
も
、
町
民
の
健
康
増
進
の
た

め
、
利
用
者
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
事
業
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
に
は
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
同
士
で
譲
り
合

い
な
が
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

いい
た
し
ま
す
。
ま
た
、混
雑
時
に
は
ス
タッ

フ
は
機
器
を
使
用
し
な
く
て
も
で
き
る
ト

レ
ー
ニン
グ
指
導
も
い
た
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
の
利
用
機
器
は
お
お
む
ね

平
成
32
年
度
を
目
処
に
更
新
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。
更
新
の
際
に
は
利
用
状
況
・

レ
イ
ア
ウ
ト
を
勘
案
の
上
、
パワ
ー
ラ
ッ
ク
の

増
設
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。                                      

  

②
スマ
ー
ト
フ
ォン
の
普
及
に
よ
り
民
間
施

設
や
他
町
の
公
共
施
設
で
も
利
用
者
の
情

報
収
集
の
利
便
性
向
上
か
ら
公
衆
無
線

L
A
N
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
観
光
客
向
け
に
新
得
駅
周
辺

に
公
衆
無
線
L
A
N
を
設
置
す
る
予
定
で

す
が
、
現
在
他
の
公
共
施
設
に
は
設
置
の

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
他
の
公
共
施
設
への
設
置
に
つい

て
検
討
し
ま
す
。

                      （
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

お
答
え
し
ま
す

　

①
リ
フ
レッッシュル
ー
ム
の
利
用
に
関
す
る

件
で
す
が
、
委
託
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り

平
成
27
年
度
か
ら
教
室
開
催
を
増
や
し
た
効

果
も
あ
り
、
リ
フ
レッシュル
ー
ムの
利
用
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
ト

レ
ーニン
グ
機
器
が
混
み
合
い
、
夜
間
利
用
時

に
は
混
雑
も
見
ら
れ
てい
る
と
こ
ろ
で
す
。

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
力
強
く
滑
走
！

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大
会
が
開
催

新
得
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

サ
ホ
ロ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
技
大
会

　

２
０
１
７
年
サ
ホ
ロ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
大
会
（
十
勝
ス
キ
ー

連
盟
・
新
得
町
・
加
森
観
光
㈱
サ
ホ
ロ

リ
ゾ
ー
ト
主
催
）
が
１
月
29
日
、
十
勝

サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

全
道
各
地
か
ら

150
人
近
く
の
選
手
が

集
ま
る
中
、
新
得
町
か
ら
は
村
瀬
大
我

く
ん
（
屈
足
中
２
年
）
と
若
杉
依
瑠
さ

ん
（
新
得
中
２
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
ユ
ー
ス
Ｋ
２
（
中
学
生
、

高
校
１
年
生
早
生
ま
れ
）
大
回
転
に
出

場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

寄
付
金
・
義
援
金
総
額
９
８
１
６
万
９
６
５
６
円

総
件
数
１
２
３
７
件

（
１
月
31
日
現
在
。
前
号
掲
載
済
み
の
も
の
は
除

く
。
順
不
同
・
敬
称
略
）

義
援
金 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
60
万
円
】
駒
形
年
度
ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
（
北

見
市
）【
20
万
９
０
２
３
円
】
帯
広
信
用
金
庫

職
員
組
合
【
１
万
円
】
新
井
利
文
（
埼
玉
県
）、

ニ
シ
ム
ラ
、
ナ
カ
ノ 

ヨ
シ
タ
カ
【
４
２
８
９

円
】
匿
名
の
方
【
１
５
０
０
円
】
咲
田
竜
一
（
札

幌
市
）

寄
附
金 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
20
万
円
】
全
日
本
教
職
員
組
合
・
全
北
海
道

教
職
員
組
合
・
北
海
道
高
等
学
校
教
職
員
組

合
連
合
会
【
１
万
円
】

（学）
北
海
道
キ
リ
ス
ト

教
学
園
光
の
園
幼
稚
園
（
え
り
も
町
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
緊
急
寄
付
分

【
10
万
円
】
山
本
英
一
（
上
士
幌
町
）、
仲
岡

佳
彦
（
京
都
府
）【
５
万
円
】
厚
海
忠
孝
（
弟

子
屈
町
）【
３
万
円
】
山
中
康
慎
（
千
葉
県
）、

梅
田
仁
視
（
愛
知
県
）【
２
万
円
】
森
香
奈
子

（
札
幌
市
）、
斉
藤
達
也
（
東
京
都
）、
齊
藤
健

一
（
同
）、佐
々
木
融
（
同
）、松
田
恵
理
（
同
）、

中
川
暁
義
（
同
）、藤
本
博
司
（
石
川
県
）【
１
万

円
】
飛
田
達
也
（
東
京
都
）、増
田
直
美
（
同
）、

桑
原
祐
子
（
同
）、
栗
間
春
代
（
島
根
県
）、

栗
間
浩
彰
（
同
）、
阪
本
久
美
子
（
大
阪
府
）、

小
松
崎
淳
（
同
）、
平
田
靖
子
（
千
葉
県
）、

田
中
み
な
み
（
同
）、
伊
藤
英
司
（
釧
路
市
）、

千
葉
武
夫
（
愛
知
県
）【
７
千
円
】
前
谷
ま
ゆ

み
（
大
阪
府
）【
５
千
円
】
内
田
雪
絵
（
東
京

都
）、
小
板
橋
茂
（
同
）、
志
村
典
子
（
千
葉
県
）

【
他
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
49
人
】

※
銀
行
振
り
込
み
さ
れ
た
場
合
、
氏
名
の
カ
タ
カ

ナ
表
記
や
氏
名
の
途
中
で
切
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
同
）、
◇
同
４
年
＝
湯
浅
南
美
（
同
）、

◇
同
５
年
＝
湯
浅
に
れ
（
同
）、
◇
同
６

年
＝
大
森
奈
々
（
屈
足
南
小
）

　

町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
（
新
得
町
ス
ケ

ー
ト
協
会
、
新
得
・
屈
足
防
犯
協
会
主
催
）

が
２
月
４
日
、
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

で
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
48
人

が
参
加
し
、
精
一
杯
の
滑
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
総
合
一

位
の
み
・
敬
称
略
）

　

【
男
子
】
◇
幼
児
＝
湯
浅
富
希
（
新
得

幼
稚
園
）、◇
小
学
１
年
＝
菅
原
敦
志
（
屈

足
南
小
）、◇
同
２
年
＝
佐
々
木
悠
稀
（
新

得
小
）、
◇
同
３
年
＝
齊
藤
涼
太
（
同
）、

◇
同
４
年
＝
出
場
な
し
◇
同
５
年
＝
鳥

井
洸
洋
（
屈
足
南
小
）、
◇
同
６
年
＝
浪

岡
大
裕
（
同
）

　

【
女
子
】
◇
幼
児
＝
出
場
な
し
◇
小
学

１
年
＝
出
場
な
し
◇
同
２
年
＝
清
野
紗

和
（
新
得
小
）、
◇
同
３
年
＝
西
川
未
桜

　

私
は
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
１
年
券
を
購
入
し
て
楽
し

く
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
不
満
も
な
い
の
で
す
が
、
２
点

だ
け
改
善
し
た
ら
何
の
文
句
も
な
く
な

る
の
で
こ
の
機
会
に
投
書
し
ま
す
。

　

①
パ
ワ
ー
ラ
ッ
ク
が
１
ヶ
所
し
か
な

い
こ
と
で
、
最
近
は
毎
日
順
番
待
ち
し

て
使
い
、
自
分
の
番
が
来
て
も
待
た
せ

て
い
る
と
落
ち
着
か
な
い
で
す
。

　

②
フ
リ
ー
のW

 i - F
 i

（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）

を
飛
ば
し
て
ほ
し
い
で
す
。
帯
広
市
営

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
ほ
と
ん
ど
はW

 i 

- F
 i

（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
環
境
が
整
っ
て
い

る
た
め
、
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

                             

（
20
歳
代
・
男
性
）

力強く滑走する村瀬くん

　

１
月
６
日
〜
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
47

回
全
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
の
五
百
メ

ー
ト
ル
で
準
優
勝
、
千
メ
ー
ト
ル
で
優
勝

し
、
２
月
４
日
〜
７
日
に
長
野
県
で
開
催

さ
れ
た
第
37
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
に
出
場
し
た
新
得
中
学
校
２
年
の
古
川

幸
希
さ
ん
が
、
５
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、

千
メ
ー
ト
ル
で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
全
国
大
会
に
２
年
連
続
の

出
場
で
、
引
率
の
坂
東
力
先
生
と
１
月
27

日
に
武
田
芳
秋
教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
た

時
に
は
「
上
位
に
行
く
ぞ
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
、
自
分
の
力
を
出
し
切
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
お
り
、
言
葉
ど
お
り
の

結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

町
内
中
学
校
生
徒
の
全
国
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
大
会
で
の
優
勝
は
、
平
成
３
年
以

来
25
年
振
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

５
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
！

千
メ
ー
ト
ル
で
３
位
！

第
37
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会
で
古
川
幸
希
さ
ん
が
快
挙
！
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高校生との交流に園児は大はしゃぎ

新得高校オダッシュ部が新得保育所を訪問

　冬休み工作教室「ゴムで走る！スポーツカーを作ろ

う！」が１月 11 日、町図書館で行われ、小学生 14 人

が参加。また、新得高校オダッシュ部の部員３人がボ

ランティアとして参加しました。

　小学生は図書館のスタッフと高校生に作り方を教わ

りながら、真剣にスポーツカーづくりに取り組み、自

由に絵を描いたり色紙を貼ったりとオリジナルの車を

完成させました。完成した車が走ると「やった！」と喜び、

笑顔を見せていました。

オリジナルのスポーツカーを走らせ笑顔

冬休み工作教室

　町民大学短期講座レッツ☆スケート教室が昨年の 12

月 26 日と今年の１月 11 日の２日間、町営スケートリ

ンクで開始され、２日間を通して 50 人以上の子ども達

が参加しました。

　教室では、５人の講師から指導を受け、滑る時のコ

ツをつかむためにイスを利用したり、滑る姿勢を教え

てもらったりとレベルに合わせて３つのコースに分か

れました。

　参加した子ども達は講師の話を聞きながら、一生懸

命にスケートの技術を学び、小雪舞う中でしたが、楽

しいスケート教室となりました。

技術を学びながら楽しくスケート

レッツ☆スケート教室

　新得子どもを支える親の会（樋口比呂美会長）の親

子もちつきが１月 28 日、新得小学校家庭科室で行われ、

親子ら約 40 人が参加しました。

　このもちつきは毎年行われており、子ども達に昔な

がらのもちつきを体験してもらい、楽しんでもらうと

ともに、小規模で行うことで大勢が苦手な子にも参加

してもらおうと開催されています。

　子ども達は重い杵を精一杯振り上げてもちをつき、で

きたてのおもちを食べて笑顔を見せていました。

昔ながらのもちつきを楽しんでもらう

新得子どもを支える親の会「親子もちつき」

寒くてもへっちゃら　親子で楽しく

親子雪上レクリエーション

　新得小 PTA 自主活動「おやじの会」と「ママズネット」

が主催する親子雪上レクリエーションが１月８日、新

得小グラウンドで行われ、親子約 20 人が参加しました。

　晴天の中、２チームに分かれてゲームが行われ、親

が子を、また子が親を引く「ソリレース」では、親を

乗せたソリを引く子ども達は悪戦苦闘。その他にも「雪

山作り競争」なども行われ、終了後には温かい豚汁を

食べ、親子一緒に楽しいひと時を過ごしていました。

　新得高校茶道部（松井飛鶴部長）の部員４人と顧問

の先生１人が１月 12 日、新得保育所を訪れ、お茶会を

開きました。

　３歳児〜５歳児までの約 50 人がお茶の飲み方の作法

を学び、礼儀正しく正座をしてお辞儀をし、お茶を味

わいました。また、５歳児はお茶をたてる体験も行い

ました。

　初めてお茶を飲んだ園児からは「苦い」、「おいしい」

などの様々な感想が聞かれ、貴重な体験を楽しんでい

るようでした。

初めてのお茶はどんな味？

新得高校茶道部が新得保育所でお茶会を開催

鬼になんて負けない！おっぱらえ！

新得保育所

新得幼稚園

新得幼稚園

新得保育所

相撲でも負けない！

　新得高校オダッシュ部（今野喬祐代表）の部員６人

が１月６日、新得保育所を訪れ、用意してきた「お絵

かき」、「しっぽ取りゲーム」、「紙芝居」などの遊びで３

歳児〜５歳児の約 40 人と交流しました。

　お絵かきでは、高校生から「上手に描けたね」と頭

をなでられると園児は笑顔を見せ、しっぽ取りゲーム

では高校生と一緒に大はしゃぎし、紙芝居では、真剣

に話に聞き入っていました。

お手製のお面を付けて気合十分！

新得保育所・新得幼稚園で豆まき、鬼退治

豆をぶつけておっぱらえ！
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ひ
と
こ
と
手
話
講
座      

              

〜
N
o
.

30
〜

○
買
う

○
い
く
つ

右手の指を親指から
順に折り曲げる

右手の親指と人差し指
で作った輪を左手の平
から前に出す

　

短

　

歌

新

得

短

歌

会

え
さ
待
つ
か
松
の
木
立
に
ひ
そ
み
い
る

　
　

雀
を
呼
び
ぬ
夫
の
ひ
と
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

　

年
明
け
の
ラ
ジ
オ
の
奏
で
煌
や
か
な

　
　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
躍
動
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

康
雄

　

何
ひ
と
つ
欲
し
い
も
の
な
ど
無
い
け
れ
ど

　
　

陽
に
向
き
踊
る
花
に
水
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
由
利
子

初
春
の
十
勝
平
野
は
し
ず
か
な
り

　
　

気
嵐
わ
い
て
昇
る
朝
日
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　

風
月

何
か
得
て
何
か
失
ふ
冬
の
日
や

　
　

ひ
か
り
も
風
も
は
す
か
ひ
に
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
脇　

和
子

具
だ
く
さ
ん
夫
の
好
み
の
蟹
粥
を

　
　

思
い
つ
七
草
揃
え
き
ざ
み
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
美
代
子

五
十
年
希
有
な
る
節
目
の
新
年
を

　
　

寿
ぐ
宴
新
得
歌
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
か
お
り

原
石
よ
気
づ
い
て
ほ
し
い
輝
き
を

　

み
ず
か
ら
磨
け
世
と
人
の
た
め　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

智
一

　
俳
　
句

新
得
俳
句
同
好
会

初
飛
び
の
二
十
歳
の
少
女
む
さ
さ
び
似

片
桐　

波
月

家
族
愛
絆
で
祝
う
お
正
月

渡
辺
ア
ヤ
子

つ
つ
が
な
く
男
三
代
年
酒
酌
む�八

木　

育
子

若
水
に
断
水
残
像
思
い
出
す�大

崎
か
ず
お

花
の
名
の
和
菓
子
囲
み
て
年
初
め�

高
橋　

民
女

恙
な
く
卒
寿
を
生
き
て
年
明
け
る

　

月
井　

愁
峰

冬
ご
も
り
灯
油
に
た
よ
る
荒
屋
か
な�

袴
田
ゆ
き
男

屋
根
の
雪
西
陽
に
映
え
て
目
に
眩
し

斉
藤　

青
苔

捨
て
下
手
の
昭
和
一
桁
懐
手中

島　

土
方

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら「
広

報
し
ん
と
く
１
月
号
」
を
読
ん

だ
感
想
・
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
新
春
と
い
う
こ
と
で
胸
躍
る
記

事
が
多
く
和
み
ま
す
。
新
春
座
談

会
は
人
や
テ
ー
マ
が
毎
年
変
わ
り

興
味
深
く
読
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
状
と
夢
を
語
る
面
が
多
く
、

実
現
さ
れ
た
こ
と
や
今
後
の
具
体

的
な
展
望
な
ど
に
も
話
が
進
め
ら

れ
た
ら
、
さ
ら
に
興
味
深
く
読
め

る
と
思
い
ま
す
。

▼
移
住
す
る
う
え
で
生
活
基
盤
の

な
い
土
地
や
地
域
情
報
が
乏
し
い
場
合
、
生

活
が
保
障
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
と

て
も
有
効
な
施
策
だ
と
思
い
ま
す
。
座
談
会

の
中
で
情
報
発
信
の
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
行
政
、
企
業
、
個
人
と
町
全

体
の
課
題
部
分
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
定
住
・
定
着
や

地
域
力
の
維
持
強
化
を
目
的
と
し
た
制
度
と

の
こ
と
で
す
が
、
町
と
し
て
ど
こ
を
目
的
と

し
て
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
か
が
不
明
確

の
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
地
域
の
維
持
強

化
で
あ
れ
ば
、
契
約
社
員
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
な
り
ま
す

が
、
座
談
会
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
隊

員
が
描
く
将
来
像
が
隊
員
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や

活
動
と
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
定
住
を
主
眼
に
置
く
の
で
あ
れ

ば
、
今
の
活
動
が
将
来
の
活
動
へ
発
展
で
き

る
よ
う
に
つ
な
げ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
今
回
は
成
人
式
と
い
う
こ
と
も
あ
り
紹
介

記
事
が
カ
ラ
ー
印
刷
で
し
た
が
、
一
部
ホ
ワ

イ
ト
バ
ラ
ン
ス
が
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
折
角

の
晴
れ
の
舞
台
で
す
の
で
綺
麗
な
一
枚
を
。

広報モニターからの声

　

最
近
の
話
題
か
ら
期
待
と
不
安
を
四
点
報

告
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
昨
年
４
月
に
開
校
し
た
新
得

高
等
支
援
学
校
の
平
成
29
年
度
入
試
出
願
状

況
が
1
月
23
日
に
公
表
さ
れ
、
定
員
16
人
の

と
こ
ろ
に
応
募
者
が
20
人
と
な
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
を
中
心
と
し
た
先
生
方
の
努
力
に

よ
り
、
定
員
を
超
え
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

地
元
の
立
場
と
し
て
２
期
生
は
ど
の
く
ら
い

入
学
者
が
い
る
の
か
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
若
干
安
堵
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら

４
月
の
入
学
式
が
楽
し
み
で
す
。

　

二
点
目
は
、
Ｊ
Ｒ
根
室
線
の
鉄
路
問
題
で

す
。
台
風
災
害
の
影
響
に
よ
り
列
車
が
不
通

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
22
日
に
ト
マ

ム
・
芽
室
間
が
再
開
し
、
新
得
駅
に
も
列
車

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
安
堵
し
た
反
面
、
富

良
野
方
面
へ
の
鉄
路
は
手
つ
か
ず
の
状
態
で

「
会
社
単
独
で
は
維
持
が
困
難
な
線
区
」
と
し

て
「
バ
ス
等
へ
の
転
換
」
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
鉄
路
問
題
は
沿
線
自
治
体
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
発

足
の
経
緯
か
ら
も「
国
策
」と
考
え
て
い
ま
す
。

国
会
議
員
、
北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
の
対
応
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
が
、
沿
線

自
治
体
と
し
て
黙
っ
て
見
て
い
る
だ
け
と
は

な
ら
な
い
の
で
、
何
が
で
き
る
か
皆
さ
ん
と

相
談
を
し
な
が
ら
対
応
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

三
点
目
は
、
現
在
、
平
成
29
年
度
の
予
算

編
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
予
算

額
は
69
億
４
千
万
円
台
に
な
り
そ
う
で
す
。

内
容
的
に
は
災
害
復
旧
が
主
に
な
り
、
新
規

事
業
の
中
に
は
先
延
ば
し
を
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
次
に
繋
が
る
施
策
も
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
予
算
議
会
は
３
月
中
旬
に
開
催

予
定
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
予

算
で
す
の
で
、
是
非
、
議
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
議
論
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
役
場
職
員
の
状
況
で
す
。
４

月
１
日
の
職
員
採
用
は
、
将
来
の
退
職
者
の

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
10
人
の
予
定
で
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。
正
職
員
数
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
は
114
人
で

し
た
が
、
本
年
３
月
末
ま
で
の
９
人
の
退
職

予
定
者
を
含
め
、
差
し
引
き
１
人
増
の
115
名

に
な
る
予
定
で
す
。
昨
年
の
広
報
２
月
号
で

も
触
れ
ま
し
た
が
、
必
要
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
退
職
、
採
用
が
進
ん
で
お
り
、
経
験
不
足

か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
に
つ
な
が

る
懸
念
を
感
じ
て
い
ま
す
。
職
員
の
質
の
向

上
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も

職
員
を
育
て
て
い
く
事
に
つ
い
て
今
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

町長室から

こんにちは

新得町長　浜田正利

　　

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
９
月
８
日

に
開
通
し
た
官
設
鉄
道
十
勝
線
（
旭
川
〜

帯
広
間
）
は
、
新
得
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
敷
設
工
事

は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
中
で
も
難
工
事

と
言
わ
れ
た
の
が
、
滋
賀
県
の
志
岐
組
が

請
け
負
っ
た
旧
狩
勝
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
し

た
。

　

そ
こ
に
は
、
周
旋
屋
に
よ
っ
て
本
州
方

面
か
ら
だ
ま
さ
れ
て
集
め
ら
れ
た
多
く
の

タ
コ
と
呼
ば
れ
た
土
工
労
働
者
が
働
い
て

い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
工
事
現
場
近
く
に

建
て
ら
れ
た
飯
場
（
タ
コ
部
屋
）
に
押
し

込
め
ら
れ
、
粗
末
な
食
事
だ
け
で
日
の
出

か
ら
日
没
ま
で
長
時
間
に
わ
た
っ
て
強
制

的
に
働
か
さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
失
調
や
病

気
に
な
っ
て
も
医
者
に
診
て
も
ら
え
ず
、

多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
一
説

で
は
、
土
中
に
埋
め
ら
れ
た
り
、
ト
ン
ネ

ル
の
人
柱
に
さ
れ
た
り
し
た
と
い
う
話
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 No.17

北新得墓地の無縁碑

　

小
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
は
堀
内
組
が
下
請

け
に
入
り
、
そ
の
傘
下
の
掛
田
組
の
掛
田

万
次
郎
こ
と
佐
々
木
藤
三
郎
は
明
治
37
年

（
１
９
０
４
）
８
月
、
北
新
得
墓
地
に
１

基
の
石
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

工
事
の
犠
牲
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
永
尾

六
兵
ヱ
以
下
10
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
碑
の
正
面
に
「
釈
教
順
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
真
宗
と
ゆ
か

り
が
あ
る
人
が
関
わ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
立
か
ら
110
年
以
上
が
経
過
し
、
碑
の

存
在
も
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
新
得
町
の
歴
史
を
語
る
礎

と
し
て
今
後
も
末
永
く
保
存
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

碑
は
時
の
経
過
に
よ
り
苔
む
し
、
傾
き

も
大
き
く
な
っ
て
き
た
た
め
平
成
24
年

（
２
０
１
２
）
10
月
、
新
得
町
郷
土
研
究

会
が
株
式
会
社
古
川
建
設
、
弘
願
寺
の
協

力
に
よ
り
す
ぐ
近
く
の
地
盤
の
良
い
場
所

へ
移
設
し
ま
し
た
。

北新得墓地の無縁碑
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家族が生前お世話になったお礼に
○水本敏政（北星会）
　福祉振興用に５万円
○石川雅規（平和会）
　社会福祉協議会に10万円
○上原豊（31区）
　町に20万円（使途は町へ委任、現在調整中）
○匿名の方
　社会福祉協議会に２万円

指定寄付
○匿名の方
　社会福祉協議会に25万円
○匿名の方
　社会福祉協議会に２万円
◯小寺
　まちづくり事業用に２万２千円

■
一
般
書

・
社
会
の
中
で
居
場
所
を
つ
く
る

                               

（
東
田
直
樹
）

・
暮
ら
し
を
つ
む
ぐ  

（
坂
井
よ
り
子
）

・
鹿
肉
を
楽
し
む         

（
林
　
真
理
）

・
再
発
！
そ
れ
で
も
わ
た
し
は
山
に

登
る                  

（
田
部
井
淳
子
）

・
果
て
し
な
き
追
跡     

（
逢
坂
　
剛
）

・
ク
ラ
ウ
ド
ガ
ー
ル
（
金
原
ひ
と
み
）

・
春
に
散
る
　
上
下
（
沢
木
耕
太
郎
）

・
罪
の
声                   

（
塩
田
武
士
）

・
悲
衛
伝                   

（
西
尾
維
新
）

・「
最
高
の
チ
ー
ム
」
の
作
り
方

                               

（
栗
山
英
樹
）

・
サ
ロ
メ                   

（
原
田
マ
ハ
）

・
幻
庵
　
上
下            

（
百
田
尚
樹
）

・
私
を
く
い
と
め
て     

（
綿
矢
り
さ
）

・
老
い
て
は
夫
を
従
え
（
柴
門
ふ
み
）

・
か
ぐ
や
姫
は
い
や
な
女（
椎
名
　
誠
）

 

■
児
童
書

・
憲
法
く
ん                

（
松
元
ヒ
ロ
）

・
だ
っ
て
お
さ
る
だ
も
ん 

も
っ
と

                               

（
サ
ト
シ
ン
）

・
き
ょ
う
は
た
ん
じ
ょ
う
び

                         

（
中
川
ひ
ろ
た
か
）

・
せ
つ
ぶ
ん
セ
ブ
ン

                     

（
も
と
し
た
い
づ
み
）

・
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
に
お
う
ち
ゃ
ん  

                               

（
加
古
里
子
）

「
翼
が
な
く
て
も
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
中
山
　
七
里  

　
「
何
故
、
選
り
に
も
選
っ
て
自
分
が
。

何
故
、
選
り
に
も
選
っ
て
足
を
」
陸
上

2
0
0
m
走
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
狙
う

ア
ス
リ
ー
ト
・
市
ノ
瀬
沙
良
を
悲
劇
が
襲

っ
た
。
交
通
事
故
に
巻
き
こ
ま
れ
、
左
足

を
切
断
し
た
の
だ
。
加
害
者
で
あ
る
相
楽

泰
輔
は
幼
馴
染
み
で
あ
り
、
沙
良
は
憎
悪

と
や
り
き
れ
な
さ
で
も
が
き
苦
し
む
。

　

と
こ
ろ
が
、
泰
輔
は
何
者
か
に
殺
害
さ

れ
、
5
0
0
0
万
円
も
の
保
険
金
が
支
払

わ
れ
た
。
動
機
を
持
つ
沙
良
に
は
犯
行
が

不
可
能
で
あ
り
、
捜
査
に
あ
た
る
警
視
庁

の
犬
養
刑
事
は
頭
を
抱
え
る
。
事
件
の
陰

に
は
悪
名
高
い
御
子
柴
弁
護
士
の
姿
が

ち
ら
つ
く
が
―
。
左
足
を
奪
わ
れ
た
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
は
ふ
た
た
び
羽
ば
た
け
る

の
か
ー
。
ど
ん
で
ん
返
し
の
先
に
涙
の
ラ

ス
ト
が
待
つ
切
な
さ
あ
ふ
れ
る
傑
作
長

編
ミ
ス
テ
リ
ー
。
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おくやみ

西山　松子

水本　政子

木村　　守

古岡キクヱ

佐藤　美幸

(90 )

( 93 )

( 80 )

( 87 )

( 68 )

1/  1 

1/  2

1/19

1/29

1/31

永 交 会

北 星 会

新 進 会

北 親 会

３ ６ 区

結　　婚

袴田　克浩

白石　拓也

♡

♡

山本なつか

白石　　歩

春 陽 会

９ 区

　
新
得
駅
前
の
旧
産
業
振
興

会
館
１
階
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
で
、
昨
年
10
月
に
「
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
の
店non-no

（
ノ
ン
ノ
）」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
桑
添
さ
ん
に
、
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

自分が
思い描いた夢に

一歩ずつ
進んでいる

桑添野の子さん

●
な
ぜ
新
得
で
開
店
し
よ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？

　

短
大
で
栄
養
士
の
資
格
を
取

得
後
、
札
幌
市
内
の
保
育
園
で

栄
養
士
と
し
て
働
き
な
が
ら
管

理
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
食
の
こ
と

に
つ
い
て
も
っ
と
見
聞
を
広
め

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ

て
、
イ
タ
リ
ア
で
は
料
理
学
校

に
通
い
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
の
制
度

を
使
っ
て
働
き
、
合

わ
せ
て
約
２
年
半

海
外
で
の
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。
イ

タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
都
会
だ
け
で

は
な
く
、
田
舎
に
も

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ

て
、
地
場
産
食
材
を

使
い
、
そ
こ
の
土
地
が
持
つ
雰

囲
気
を
大
事
に
す
る
文
化
が
根

付
い
て
い
る
。
自
分
の
中
で
の

理
想
の
形
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し

た
。
帰
国
後
、
札
幌
市
内
の

会
社
に
栄
養
士
と
し
て
期
間
雇

用
で
働
い
て
い
る
時
に
、
今
の

主
人
と
出
会
っ
て
結
婚
し
ま
し

た
。
札
幌
に
長
く
い
る
つ
も
り

も
な
く
、
新
得
に
戻
っ
て
来
よ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
主
人
と

一
緒
に
U
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
新
得
に
戻
っ
て
き

て
か
ら
主
人
が
元
々
寿
司
職
人

だ
っ
た
の
で
、
近
所
の
方
に
寿

司
を
握
っ
て
よ
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
れ
を
商
売
に
で

き
る
か
も
と
考
え
て
始
め
た
の

が
出
張
寿
司
の
「
極
楽
寿
司
」

で
す
。
近
所
の
人
た
ち
の
発
想

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

（
笑
）。
今
、
出
張
寿
司
も
順
調

に
進
ん
で
き
て
て
、
誠
心
誠
意

や
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
感
じ
た
自

分
の
中
で
の
理
想
の
形
だ
っ
た

り
と
か
、
地
元
を
賑
わ
せ
た
い

と
か
、
地
元
の
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
も
っ
と
し
た
い
な
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
き
て
て
、
そ
ん

な
時
に
駅
前
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
と
い
う
場
所
が
あ
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
ん
で
す
。
で

も
、
店
屋
を
や
る
に
は
不
安
だ

な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
上
佐
幌

で
小
さ
な
頃
か
ら
親
し
く
し
て

い
る
２
人
の
友
人
が
「
新
得
を

楽
し
い
町
に
し
た
い
し
、
協
力

す
る
か
ら
や
ろ
う
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
の
と
、
主
人
が
「
失

敗
を
恐
れ
ず
や
っ
て
み
た
ら
い

い
よ
」
と
後
押
し
し
て
く
れ
た

の
で
決
意
し
て
、
こ
の
お
店
を

始
め
ま
し
た
。

　

極
楽
寿
司
の
方
も
あ
る
の

で
、
こ
の
お
店
は
週
４
日
（
月
・

火
・
金
・
土
曜
日
）
の
午
前
11

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
営
業

で
や
っ
て
い
ま
す
。

●
実
際
に
お
店
を
始
め
て
み
て

ど
う
で
す
か
？
　

　

今
は
お
弁
当
一
つ
と
っ
て

も
、
お
客
様
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
リ
サ
ー
チ
す
る
よ
う
に

し
て
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
今
後

の
店
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
い

ろ
い
ろ
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
れ
が
一
番
の
悩
み
で

あ
り
、
考
え
る
部
分
で
は
あ
り

ま
す
ね
。

●
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
　

　

常
に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ

て
、
自
分
が
お
客
さ
ん
だ
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
と
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
買

い
や
す
い
値
段
設
定
に
し
た

り
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
生

か
し
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
保
ち

つ
つ
カ
ロ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
も
の
を
と
考
え
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
地
場
産
や
道
内
産

の
食
材
を
使
う
よ
う
に
し
て
お

弁
当
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
お
店
を
目
指
し

て
い
ま
す
か
？

　

新
得
に
遊
び
に
来
る
際
の
目

的
の
一
つ
に
な
る
く
ら
い
の
お

店
に
し
た
い
で
す
ね
。
今
で
も

老
若
男
女
問
わ
ず
来
て
く
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
お
弁
当
の
ほ

か
に
も
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
だ
っ
た

り
、
ス
ム
ー
ジ
や
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
の
飲
み
物
も
あ
る
の
で
、
も

っ
と
気
軽
に
来
て
も
ら
っ
て
、

テ
ー
ブ
ル
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る

な
ど
、
ま
ち
の
人
達
の
憩
い
の

場
所
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

くわぞえ　ののこさん

昭和５９年４月生まれ（３２歳）
新得町出身　
旭川市の短大を卒業後、札幌市
の保育園で栄養士、管理栄養士
として勤務。その後、渡欧し海
外生活を経て帰国し、札幌で働
いたのち新得町にUターン。夫
の達也さんと共に出張寿司店
「極楽寿司」とテイクアウトの店
「non-no（ノンノ）」を営む。
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木 日

木

金

土

水

木

火水

土

日

月

火

水

金

土

月

火

水

木

金

土

日

月

金

日

月

火

水

 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00
 新得高等学校卒業式

  移動図書館車かりかち号運行

 

木

 

 

金

 

 

 

 新得・屈足合同わすれん塾（なごみ）
 9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 

33

 

 

 

 

 

 新得保育所卒園式 10:00
 土曜おはなし会（図書館）14:30

 

 

 

 

 育児の日
 

 新得小・屈足南小卒業式
 移動図書館車かりかち号運行

 
 

 

 乳幼児健診（なごみ）
 屈足地区巡回診療実施（らら）9:30
 

 
 
 

 

 

 

 屈足わすれん塾（らら）9:00
 屈足地区巡回診療実施（らら）9:30

 屈足保育園卒園式 10:00
 新得幼稚園卒園式 10:00

 

 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00 健康相談（屈足）10:00
 寿教室（公民館）10:00
 移動図書館車かりかち号運行

 第13回十勝ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞ交流大会
 （町民体育館）9:00
 新得山スキー場最終日（予定）

　 【春分の日】

 健康相談（屈足）10:00

 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00

 

 屈足地区巡回診療実施（らら）9:30

 新得わすれん塾（なごみ）9:00
 健康相談・栄養相談（なごみ）10:00
 新得中・屈足中・富村牛小中卒業式

 健康相談（屈足）10:00
 

 

 健康相談（屈足）10:00
 移動図書館車かりかち号運行

 健康相談（屈足）10:00

 

 介護・ものわすれ相談（なごみ）9:00
 屈足わすれん塾（らら）9:00
 屈足地区巡回診療実施（らら）9:30
 １歳６ヶ月健診

◆平成 29 年１月末の人口（　）は前月比：6,306 人（-3）　男：3,097 人（-2）　女：3,209 人（-1）　世帯数：3,404（-10）◆

　 ※外国人を含めた数で掲載

３月の納期限は

25日まで
上・下水道使用料（２月〜３月）

第 12回十勝フロアカーリング交流大会の様子

2017（平成29年）
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村　愛
あ さ ひ

陽くん

平成 28 年７月４日生まれ

パパ　高愛　ママ　千佳　
南進会

清
せ い の

野　結
ゆ い

衣ちゃん

平成 28 年７月 12 日生まれ

パパ　陽一　ママ　かおり　
ひばり会


